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四
、
田
中
基
之
教
会
長
さ
ん
の
時
代 

 

（
昭
和
四
二
年
～
昭
和
四
七
年
） 

 

  
昭
和
四
三
年
は
、
佼
成
会
は
新
た
な
布
教
土
壌
の
開
発
と
、
よ
り
一
層
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関 

係
を
持
つ
た
め
に
、
包
括
地
域
を
地
域
行
政
単
位
に
即
し
た
教
会
支
部
制
へ
移
行
す
る
教
団
の
新
方 

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
仙
台
支
部
は
昭
和
四
四
年
に
仙
台
教
会
と
な
り
、
各 

法
座
が
支
部
へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
二
法
座
か
ら
四
支
部
を
設
置
し
新
体
制
へ
の 

移
行
を
図
り
ま
し
た
。
新
支
部
長
に
任
命
さ
れ
た
人
の
中
に
は
和
地
章
雄
さ
ん
、
志
賀
野
充
代
さ
ん
、 

石
川
益
弘
さ
ん
な
ど
の
仙
台
準
連
絡
所
時
代
か
ら
活
躍
し
て
い
た
幹
部
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

田
中
教
会
長
さ
ん
は
、
教
会
の
役
員
の
世
代
交
代
を
は
か
り
、
思
い
切
っ
た
若
返
り
策
を
断
行
な
さ 

い
ま
し
た
。 

昭
和
四
四
年
は
庭
野
日
敬
会
長
先
生
が
、
明
社
運
動
の
提
唱
を
行
っ
た
年
で
し
た
。
田
中
教
会
長 

さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
同
年
六
月
に
宮
城
県
明
社
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
の
た
め
に
南
支 

部
茂
庭
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
区
で
の
準
備
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
明
社
大
会
の
成
功
に
向 

け
て
教
会
の
全
勢
力
を
投
入
し
た
の
で
し
た
。
さ
ら
に
田
中
教
会
長
さ
ん
は
宮
城
県
キ
リ
ス
ト
教
会 

が
開
始
し
た
靖
国
法
案
成
立
反
対
運
動
へ
の
協
力
や
西
多
賀
ベ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
へ
の
慰
問
奉
仕
、
地 

元
選
出
地
方
議
員
と
の
交
流
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
仙
台
教
会
の
会
員
を
進
出
さ
せ
活
動
す
る 

場
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

昭
和
四
二
年 

 
 
(

一
九
六
八
年) 

十
二
月
二
二
日 

 
田
中
基
之
支
部
長
就
任
（
前
岐
阜
支
部
長
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
四
三
年 

一
月
一
日 

 

初
め
て
正
教
師
資
格
者
が
誕
生
（
第
六
期
生
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

小
笠
原
諸
島
返
還 

 

三
月
五
日 

 
 
 

創
立
記
念
式
典 
（
こ
の
月
よ
り
十
日
、
一
四
日
を
教
学
研
修
日
と
す
る
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
億
円
事
件 

 

九
月
九
日 

 

庭
野
欽
司
郎
氏
を
お
迎
え
し
、
ご
本
尊
勧
請
式
を
挙
行 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
八
日 

 

仙
台
支
部
発
足
九
周
年
記
念
式
典 

 

 
 

 
 

 

昭
和
四
四
年 

一
月
一
日 

 
 

組
織
改
変
に
よ
り
仙
台
教
会
と
改
称 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 

Ｇ
Ｎ
Ｐ
世
界
第
二
位 

東
北
地
方
一
三
教
会
を
統
轄
し
て
奥
羽
教
区
と
な
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

東
大
闘
争 

一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
会
・
支
部
制
施
行 

 

教
勢
「
四
支
部 

 

三
、
八
三
九
世
帯
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ポ
ロ
初
の
月
面
到
着 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
座
を
再
編
成
し
て
支
部
組
織
を
構
成 

 
 

 
 
 

新
四
支
部
が
誕
生 

支
部
長
体
制
と
な
る 

 

事
務
長 

和
田
花
子 

 

仙
台
中
央
支
部
長 

 

渡
辺
和
子 

 
 
 

仙
台
南
支
部
長 

 
 

本
多
一
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
北
支
部
長 

 
 

中
村
浩
子 

 
 
 

名
取
支
部
長 

 
 
 

小
塚
須
身
子 
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四
月
十
八
日 

天
谷
研
究
室
長
を
お
迎
え
し
教
育
者
研
究
会
開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月 

高
松
市
で
第
一
回
を
開
催 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
大
会
」
開
催 

四
月
二
八
日 
普
門
館
落
成
式
記
念
団
参
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
月
十
九
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生
を
お
迎
え
し 

「
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
宮
城
県
推
進
大
会
」
開
催 

（
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
八
千
人
参
集
） 

 

十
一
月
二
三
日 

仙
台
支
部
発
足
十
周
年
記
念
式
典 

 
 

 
 

 

 
 

教
勢
「
四
支
部 

 

四
、
三
二
八
世
帯
」 
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【
昭
和
四
四
年 

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
宮
城
県
推
進
大
会
】 
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【
昭
和
四
四
年 

仙
台
支
部
発
足
十
周
年
記
念
式
典
】 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

昭
和
四
五
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

日
本
万
国
博
覧
会 

八
月
十
九
日 

広
瀬
川
灯
篭
流
し
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
月
一
六
日 

第
一
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催
（
京
都
） 

九
月
十
二
日 

 
 

班
長
練
成
記
念
団
参
参
加 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
発
足
十
一
周
年
記
念
式
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
四
六
年 

一
月 

仙
塩
支
部
発
足
（
佐
々
木
将
江
支
部
長
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
一
号
店
開
店 

教
勢
「
五
支
部 

 

四
、
六
三
九
世
帯
」 

一
月
十
二
日 

第
一
回
全
国
主
任
結
集
大
会
に
参
加
（
全
国
五
千
人
） 

一
月
二
十
日 

仙
台
教
会
道
場
に
て
初
の
結
婚
式
挙
行
（
佐
藤
家
、
升
沢
家
） 

 

二
月
七
日 

全
国
班
長
結
集
大
会
に
参
加 

（
普
門
館
） 

九
月
二
六
日 

庭
野
日
鑛
先
生
を
お
迎
え
し
青
年
部
決
起
大
会
開
催 

十
月 

 
 
 
 

古
川
法
座
所
地
鎮
祭 

十
一
月
二
八
日 

仙
台
支
部
発
足
十
二
周
年
記
念
式
典 

十
二
月
五
日 

古
川
法
座
所
入
仏
式 
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昭
和
四
七
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

沖
縄
返
還
．
沖
縄
県
発
足 

一
月
二
三
日 
古
川
法
座
所
落
成
式 

 

教
勢
「
五
支
部 

五
、
四
〇
九
世
帯
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

浅
間
山
荘
事
件 

 
 

十
一
月
二
八
日 
仙
台
支
部
発
足
十
三
周
年
記
念
式
典 

 

十
二
月
一
日 

田
中
基
之
教
会
長
本
部
に
転
任 

田
中
教
会
長
さ
ん
は
「
因
習
を
破
り
、
明
る
い
家
庭
・
町
づ
く
り
」
を
信
条
と
し
て
、
仙
塩
支
部 

や
古
川
法
座
所
を
つ
く
り
、
教
勢
の
拡
大
に
努
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

  

発
足
当
時
の
古
川
地
区 

 

「
現
在
の
大
崎
市
古
川
地
区
に
法
の
種
が
蒔
か
れ
た
の
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
だ
ろ
う
か
。 

昭
和
二
十
年
代
の
古
川
で
の
入
会
者
は
色
麻
地
区
の
大
道
寺
た
か
お
、
小
川
恵
造
、
三
本
木
地
区
の 

瀬
戸
敏
男
、
森
崎
と
よ
み
（
早
坂
か
つ
え
の
母
）
な
ど
少
数
で
あ
っ
た
。
森
崎
は
市
川
（
名
不
詳
） 

が
導
き
の
親
、
そ
の
筋
の
人
で
入
会
改
心
し
た
姿
を
見
て
入
会
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
は
佐
々
木 

義
修
宅
（
加
美
）
佐
々
木
忠
太
・
啓
予
宅
（
古
川
）
で
法
座
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
市
内 

へ
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
野
菜
売
り
に
出
た
斉
藤
ス
ン
（
恭
代
）
と
の
出
会
い
で
法
が
広
が
る
こ
と
に
な 

っ
た
。
佐
々
木
忠
太
は
警
察
官
退
職
後
、
ご
法
一
筋
バ
イ
ク
で
古
川
、
三
本
木
、
色
麻
と
布
教
に
努 

め
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
は
斉
藤
晃
生
宅
内
に
法
座
所
が
落
慶
に
な
り
、
宮
城
県
北
部
の
拠
点
の
確 

立
を
み
た
。
昭
和
五
一
年
に
は
初
代
支
部
長
に
斉
藤
恭
代
が
就
任
し
た
。」 

（
古
川
支
部
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
） 
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菊
地
伸
江
布
教
員
さ
ん
の
体
験 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
じ
て
行
じ
て
あ
り
が
た
く 

  
 
 
 
 
 
 
 

「
母
が
佼
成
会
に
昭
和
三
七
年
に
入
会
し
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
抵
抗
な
く
自
然
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

教
会
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
導
き
の
親
で
あ
る
叔
父
夫
婦
が
み
る
み
る
仲
良
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
っ
て
い
く
姿
を
見
た
り
、
岩
沼
の
森
景
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
「
こ
う
い
う
教
え
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
ん
だ
。」
と
感
動
し
自
分
か
ら
入
会
さ
せ
て
下
さ
い
と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

長
男
の
病
気
を
機
に
熱
心
に
な
り
、
す
ぐ
に
婦
人
部
長
の
お
役
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
時
は
導
き
、
手
取
り
、
法
座
の
毎
日
で
一
日
に
導
き
が
五
体
、
十
体
は
ざ
ら
で
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
以
上
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。
布
教
の
範
囲
も
広
く
旧
名
取
支
部
は
、
名
取
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

南
の
方
面
、
角
田
、
白
石
ま
で
も
手
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
帰
宅
は
、
夜
の
七
、
八 

 
 
 
 
 
 
 
 

時
は
当
た
り
前
の
日
々
で
し
た
。
長
男
が
小
学
一
年
生
の
頃
、
入
院
生
活
が
長
い
為 

 
 
 
 
 
 
 
 

院
内
学
級
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
面
会
は
週
一
度
、
日
曜
日
の
み
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
に
と
っ
て
は
ど
こ
の
家
で
も
、
ご
馳
走
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
差
し
入
れ
し
て
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

れ
る
唯
一
の
楽
し
み
の
日
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
曜
日
に
、
角
田
方
面
の
手
取 

 
 
 
 
 
 
 
 

り
に
行
き
、
午
後
か
ら
面
会
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
途
中
一
人
で
帰
る
訳
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

も
い
か
ず
、
結
局
帰
宅
が
八
時
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
息
子
は
、
母
親
が
午
後 
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に
な
っ
て
も
面
会
に
来
な
い
！
と
父
親
に
泣
い
て
電
話
を
し
て
い
た
の
で
す
。
息
子 

に
は
寂
し
い
思
い
を
か
け
、
主
人
か
ら
は
「
お
前
は
勘
当
だ
」
と
い
わ
れ
た
事
も
あ 

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

そ
れ
か
ら
主
任
の
お
役
を
頂
い
た
頃
は
、
教
会
長
さ
ん
か
ら
「
今
日
は
導
き
二
十 

 
 
 
 
 
 
 
 

体
」
と
言
わ
れ
「
え
ー
！
一
日
二
十
体
も
無
理
！
」
と
い
う
心
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
人
で
飛
び
込
み
布
教
を
し
ま
し
た
が
、
行
く
先
々
が
留
守
だ
っ
た
り
、
や
っ
と
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

が
で
き
た
と
思
っ
た
の
に
、
頭
か
ら
塩
を
ま
か
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
夏
で
薄
着
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

っ
た
の
で
塩
が
し
み
て
ヒ
リ
ヒ
リ
し
ま
し
た
。
塩
を
ま
か
れ
た
と
い
う
事
は
、
二
十 

 
 
 
 
 
 
 
 

体
も
無
理
だ
と
受
け
た
心
の
た
め
、
仏
さ
ま
か
ら
逆
化
の
修
行
を
頂
い
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
し
私
は
、
お
清
め
を
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
も
の
と
切
り
替
え
車
の
中
で
ご
供 

養
を
あ
げ
て
か
ら
、
導
き
手
取
り
に
歩
き
ま
し
た
。
導
き
一
体
、
す
こ
や
か
保
険
に 

四
件
入
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
毎
日
の
導
き
修
行
の
中
で
は
、
ほ
う
き
で
追
い
か
け
ら 

れ
た
り
、
お
茶
を
か
け
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
け
れ
ど
、
苦
し
い
と
か
辛
い
と
か
思 

う
こ
と
も
な
く
、
ご
法
と
は
あ
り
が
た
い
、
深
く
意
味
は
解
ら
な
い
け
れ
ど
も
あ
り 

が
た
い
と
そ
の
頃
か
ら
思
い
、
修
行
を
続
け
て
あ
っ
と
い
う
間
に
三
、
四
十
年
が
過 

ぎ
て
行
き
ま
し
た
。（
後
略
）」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
名
取
支
部
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
） 
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【
昭
和
四
七
年 

古
川
法
座
所
落
成
式
】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
当
時
の
古
川
法
座
所
】 
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【
昭
和
四
三
年 

ご
本
尊
勧
請
式
】 

 
 
 

 
 

【
昭
和
四
五
年 

班
長
練
成
団
参
】 

 
 
 
 
 

 
 

【
当
時
の
教
会
結
婚
式
】 
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【
昭
和
四
五
年
当
時
の
仙
台
】 

 

旧
四
号
線
と
北
仙
台
駅
入
り
口
交
差
点
か
ら 

 
 
 
 

仙
台
駅
前
（
裏
五
番
町
） 
 
 
 
 
 

 

仙
台
市
内 

西
を
臨
む
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
市
営
バ
ス
に
は
車
掌
さ
ん
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
） 

 
 

 
 
 

 


